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[ 研究概要 ]
　今世紀に入り、環境に調和した新しい物質の合成や高度情報化社会を支える新材料の創製などが特に切望

されております。これらを実現するためには、欲しいものだけを効率的につくり、廃棄物を副生させないための

反応制御法の開拓や望ましい構造を有する機能性材料の合成法の開発が必要不可欠であると考えられます。

このような課題に対し、我々の研究室では「反応場の新しい概念と原理・手法に基づく設計およびそれによっ

てもたらされる反応と素材の合目的な精密制御の追求」を特に電気化学を基礎にした有機反応や材料合成な

どに対して展開しております。

[アドバンテージ]
　最近は界面活性剤を一切使わない高度な超音波乳化法

の開発とそれを用いた各種材料開発を行っております。当該

超音波乳化法では界面活性剤の援用なしに水に不溶な各

種モノマーを数十ナノオーダーにまで細分化することに成

功しており、こうしたモノマーナノエマルションを重合反応に

供することで界面活性剤を含まないポリマーナノ微粒子や

透明導電性フィルムの合成に利用しております。また、超臨

界流体を電解媒体とするテンプレート電解重合法の開発に

より、太陽電池の部材や配線材料として期待される強固な

導電性高分子ナノシリンダーの合成にも成功しております。

さらに自作による電気化学マイクロリクターを利用して従来

のバッチ式電解法では決して実現の出来ない新規な有機電

解合成プロセスも多数開発しております。

[事例紹介]
１．超音波を利用するナノ材料の構造制御型合成（図1参照）

２．超音波を利用する有機電解合成プロセスの制御

３．環境調和型電解合成プロセスの開拓

４．新規反応メディアを利用する導電性高分子材料の構造制

御型電解合成（図2参照）

５．マイクロリアクターを利用する新規有機電解合成プロセス

の開拓
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■ 主な論文
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「ACS Macro Letters, vol. 2, pp.482-484」2013/6
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■ 主な特許
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2008/10

「電気化学ディバイス」 特許第4014418号 2007/9

■ 主な著書
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図１．‌�カーボンナノファイバー上へのポリピ
ロールの均質被覆

図２．‌�超臨界流体中で電解合成された
ポリチオフェンナノシリンダー
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